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令和 7 年 12 ⽉ 22 ⽇ 

北陸先端科学技術⼤学院⼤学 
東京科学⼤学 

 
光触媒性能を 1 ⽇ 500 サンプルで評価できる新⼿法を開発 

〜⼤規模探索のための基盤技術に〜 
 
ポイント 
 1 ⽇に最⼤約 500 サンプルの光触媒性能評価を実現するハイスループット⼿法を開発 
 光触媒反応の速度論解析にも利⽤できることを実証 
 半導体 × 助触媒の膨⼤な組み合わせ空間に対し、全元素レベルの探索への道を拓く 

光エネルギーを利⽤して種々の化学反応を駆動する光触媒は、太陽光の有効利⽤という観点で
重要な技術です。しかし、その性能は材料組成や合成条件に⼤きく影響することが知られていま
す。これらを理解し⾼性能材料を発⾒するには、簡便で⾼速な評価⼿法が求められています。 

今回、東京科学⼤学 物質理⼯学院 材料系の張葉平助教（研究当時、北陸先端科学技術⼤学院
⼤学特任助教）及び北陸先端科学技術⼤学院⼤学 物質化学フロンティア研究領域の⾕池俊明教授
らの共同研究チームは、光触媒⾊素分解において評価速度を⼤幅に向上させ、最⼤約 500 サンプ
ル／⽇のスループット解析が可能な⼿法を開発しました。本⼿法により、材料探索で必要とされ
る性能評価を⾶躍的に効率化でき、多様な光触媒材料の探索や反応特性の⽐較を⼤規模に進めら
れることが期待されます。 

 
【研究の背景】 

光触媒材料は主に、光吸収層の役割を果たす「半導体」と、⽣成した電荷の分離や表⾯反応速
度を向上させる「助触媒」を組み合わせて構成されます。これらはいずれも周期表の広い範囲に
候補が存在し、さらに合成条件によって性能が⼤きく変化します。そのため、光触媒研究では、
膨⼤な材料の中から有望な組み合わせを⾒つけるため、性能をどれだけ速く、かつ正確に評価で
きるかが研究加速の重要な鍵となっています。 

 
【研究の詳細】 

本研究では、光触媒の性能評価として広く利⽤されているメチレンブルー⾊素の分解反応を対
象に、評価速度を⼤幅に向上させるためのマイクロプレート法を開発しました（図）。具体的には、
光触媒を分散させた⽔（スラリー）と⾊素溶液をマイクログラムオーダーで取り扱い、96 ウェル
マイクロプレート[注 1]へ分注することで、従来の反応容器を⼩型化・並列化しました。このマイク
ロプレートに対して、光照射と分光測定を交互に⾏う操作を繰り返し、⾊素分解の進⾏を時間分
解で追跡できることを確認しました。これにより、光照射から分解量の測定までを⼀連で⾏う光
触媒性能評価の全過程を、96 ウェル単位で複数枚同時に運⽤することで数百サンプル規模の同時
処理が可能であることを実証しました。さらに、⾊素濃度を変化させた実験により、反応の速度
定数が光触媒量によって変化することを確認しました。これは、本⼿法が単なるスクリーニング
にとどまらず、反応メカニズムの検討にも利⽤できることを⽰しています。 
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図 開発したハイスループット光触媒性能評価のプロトコル 

 
また、本技術は従来の評価において労⼒と時間を要していた光触媒分離のステップを排除して

います。この排除により、⾊素の吸収と光触媒の吸収・散乱が重なることが懸念されていました
が、詳細に調べた結果、両者が独⽴に⼊射光に対して応答する低濃度領域が存在し、その領域内
では、⾊素の吸収量の変化を正確に捉えられることが明らかになりました。このことから、本⼿
法が幅広い光触媒・⾊素系に適⽤できる柔軟性を備えていることが実証されました。 

 
【今後の展望】 

今回の技術は、光触媒研究における材料探索のスピード不⾜という⼤きな課題を根本から改善
するものです。期待される応⽤は主に次の⼆点です。 
 
・従来の仮説検証型研究や精密評価を、より多くの条件で並列に実施できるようになります。1 回

の実験で取得できるデータ点数を⼤幅に増やせるため、検証の精度向上や、従来の仮説では予
想できなかった現象の発⾒につながる可能性があります。 

 
・周期表全体にわたるような広⼤な材料空間を対象とした探索が現実的になります。多くの候補

材料を短時間で評価できるため、これまで⼿が届かなかった組み合わせにまで探索範囲を拡張
できます。特に、同⼀の測定条件で多数の材料データを統⼀的に取得できる点は、実験データ
に基づくデータ駆動型研究において⼤きな利点となります。 
 

 研究チームは今後、本⼿法を実際に多様な光触媒・⾊素系への適⽤を進め、光触媒の⼤規模探
索や反応メカニズムの体系化に貢献することを⽬指しています。 
 
【研究資⾦】 

本研究は、⽇本学術振興会科学研究費助成事業 特別研究員奨励費（24KJ1201）、リバネス研
究費京セラ賞の⽀援を受けて実施されました。 
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【論⽂情報】 
掲載誌：ACS Environmental Au 
論⽂名：A Simple Microplate Assay for Accelerated Photocatalytic Activity Evaluation 
著 者：Yohei Cho*, Osamu Tagami, Kyo Yanagiyama, Kazuma Gotoh, Emi Sawade, Toru Wada, 

Toshiaki Taniike* 
掲載⽇：2025 年 12 ⽉ 16 ⽇ 
ＤＯＩ：10.1021/acsenvironau.5c00200 
 
【⽤語説明】 
[注 1] 96 ウェルマイクロプレート： 
96 個の⼩さな容器（ウェル）が並んだ実験⽤プレートで、多数の試料を同時に扱う際に使⽤さ
れる。 
 
 
【お問合せ先】 
研究内容に関すること 
東京科学⼤学 物質理⼯学院 材料系 
助教 張 葉平（ちょう ようへい） 
〒158-0082 東京都⽬⿊区⼤岡⼭ 2-12-1 S7-9 
TEL: 03-5734-3368 E-mail: cho@mct.isct.ac.jp  
 
北陸先端科学技術⼤学院⼤学 物質化学フロンティア研究領域 
教授  ⾕池 俊明（たにいけ としあき） 
〒923-1292 ⽯川県能美市旭台 1-1 
TEL: 0761-51-1630 E-mail: taniike@jaist.ac.jp 

 
報道発表に関すること 
北陸先端科学技術⼤学院⼤学 広報室 
TEL: 0761-51-1032 E-mail: kouhou@ml.jaist.ac.jp 
 
東京科学⼤学 総務企画部 広報課 
TEL: 03-5734-2975 E-mail: media@adm.isct.ac.jp 


